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２．３ Strategy Inventory for Learning Kanji（SILK）について



















































































































順位 ストラテジー カテゴリー 頻度値（平均）
１ よく使う漢字を覚える 頻度 ４．４４
２ わからない漢字はタブレットやスマートフォンで調べる 補償 ４．４０
３ 覚えるまで何度も書く 頻度 ４．１７
４ その漢字が好きなので記憶している 肉体／感情の反応 ４．１３
５ 漢字をはっきり覚えていないときわかる人に聞く 補償 ４．０７
６ 頭の中で漢字をイメージし、そのイメージを紙に写す 視覚化 ３．９６
７ その漢字が特に難しいので記憶している 肉体／感情の反応 ３．８８
８ できるだけ漢字を使用する（授業中のノートや宿題） 学習の計画 ３．８７
９ 漢字を習ったとき本にどう書いてあったかを思い出す 視覚化 ３．７２
１０ 新出漢字と既習漢字を結びつけて連想する 連想 ３．６５
表２‐２ 第２回調査時のストラテジー使用頻度 上位１０項目（全体）
順位 ストラテジー カテゴリー 頻度値（平均）
１ わからない漢字はタブレットやスマートフォンで調べる 補償 ４．６６
２ よく使う漢字を覚える 頻度 ４．４２
３ その漢字が好きなので記憶している 肉体／感情の反応 ４．１６
４ その漢字が特に難しいので記憶している 肉体／感情の反応 ４．０４
５ 漢字をはっきり覚えていないときわかる人に聞く 補償 ３．９１
６ できるだけ漢字を使用する（授業中のノートや宿題） 学習の計画 ３．８９
７ 漢字がわからないときインターネットで調べる 補償 ３．８６
８ 新出漢字と既習漢字を結びつけて連想する 連想 ３．８５
９ 覚えるまで何度も書く 頻度 ３．８３


























わからない漢字はタブレットやスマートフォンで調べる 補償 ４．４０ ４．６６ ０．２６ ０．０２１
漢字がわからないときインターネットで調べる 補償 ３．４８ ３．８６ ０．３８ ０．０１０
形は同じだが読みが違う漢字を結びつける 連想 ３．２２ ３．５２ ０．３０ ０．０１４
新出漢字と読みが共通の別の漢字を結びつける 連想 ３．０４ ３．５１ ０．４７ ０．０００
その漢字が嫌いなので記憶している 肉体／感情の反応 ２．６８ ３．２９ ０．６１ ０．０００
意味がよく似ている漢字をグループ化する 連想 ２．９６ ３．２１ ０．２５ ０．０４０
漢字の筆法や要素に名前をつけて唱える 音声 ２．６４ ２．９４ ０．３０ ０．０４１
同じ部首をもつ漢字をグループ化する 部首 ２．４０ ２．８４ ０．４４ ０．０００










覚えるまで何度も書く 頻度 ４．１７ ３．８３ －０．３４ ０．００３
頭の中で漢字をイメージし、そのイメージを紙に写す 視覚化 ３．９６ ３．７０ －０．２６ ０．０３１
漢字を学んだり練習したりするとき、他の人と行う 他者との協力 ３．３０ ２．９８ －０．３２ ０．０２５
習った漢字を覚えているか定期的にテストする 学習の評価 ３．２６ ２．９１ －０．３５ ０．００４
一週間の漢字達成目標を設定する 学習の計画 ３．１４ ２．８７ －０．２７ ０．０２８
毎日、毎週漢字を学習する時間を設ける 学習の計画 ３．２１ ２．７５ －０．４６ ０．０００
漢字をいくつ覚えたいか長期的な目標を設定する 学習の計画 ３．３７ ２．６９ －０．６８ ０．０００






























































































よく使う漢字を覚える 頻度 ４．８５ ４．１９ ０．６７ ０．００５
できるだけ漢字を使用する（授業中のノートや宿題） 学習の計画 ４．３３ ３．７４ ０．５９ ０．０１３
その漢字が特に難しいので記憶している 肉体／感情の反応 ４．１１ ３．４８ ０．６３ ０．０３５
書き順を暗記したのでその漢字を記憶している 筆順 ３．８９ ３．１５ ０．７４ ０．００２
漢字の１画目を思い出せば他の部分も自然に想起できる 筆順 ３．８１ ３．１９ ０．６３ ０．００９
最初に部首を覚えてから全体を覚える 部首 ３．７０ ２．８５ ０．８５ ０．００２










書き順を暗記したのでその漢字を記憶している 筆順 ４．６７ ４．２６ ０．４１ ０．０４２
できるだけ漢字を使用する（授業中のノートや宿題） 学習の計画 ４．２６ ３．７０ ０．５６ ０．００５
新出漢字と既習漢字を結びつけて連想する 連想 ４．２２ ３．６７ ０．５６ ０．０２５
混乱しないように形が似ている漢字を比較する 連想 ４．００ ３．１９ ０．８１ ０．０００
混乱しやすい漢字を十分に練習する 自己モニター ４．００ ３．２６ ０．７４ ０．００３
漢字を習ったとき本にどう書いてあったかを思い出す 視覚化 ３．８９ ２．９３ ０．９６ ０．００２
その漢字が特に難しいので記憶している 肉体／感情の反応 ３．８１ ３．１９ ０．６３ ０．０３３
部首の意味と漢字を結びつける 部首 ３．５６ ２．７０ ０．８５ ０．００４
よく使う漢字を覚える 頻度 ２．９６ ２．６７ ０．３０ ０．０４５
日本語の読みと英語の言葉を結びつける 音声 ２．６３ ３．３３ －０．７０ ０．０２０


















































































































（４）SILKの項目５６のうち、複数の先行研究で使用頻度が最も低かった３項目（ “I remember the kanji by the way
it feels to write it.”, “I associate the English sound with the meaning of the kanji ”,“ I write a language learning diary
where I record my progress and my feelings.”）を削除し、調査対象の学習者が日本語学習でよく用いている
スマートフォンやタブレット、インターネットの使用に関する項目（ “If I don’t know a kanji, I look it up in
a dictionary on a smartphone or tablet ”, “If I don’t know a kanji, I search it on the internet ”, “I use an application
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日付 作業内容 場所 メンバー
２０１３年１１月 事前調査 コンケン、チェンライ A B
２０１４年
１月 事前調査 チェンマイ A B
２月 動画プロトタイプ作成と配信 Aの任地 A
３月 プロジェクトの企画・立案 各任地 A B
４月上旬～ プロジェクト始動動画作成／編集／アップロード／配信／広報 各任地 A B
４月下旬 第１回プロジェクトミーティング JFBKK A B C
５月～ 毎週２回の動画配信開始 各任地 A B
７月 第２回プロジェクトミーティング JFBKK A B C
１２月 第３回プロジェクトミーティング JFBKK A B C
２０１５年
２月下旬 動画配信終了 各任地 A B
３月下旬 第４回（最終）プロジェクトミーティングプロジェクト終了 JFBKK A B C















































カテゴリー 本数 カテゴリー 本数
①文型 １５ ⑨書く ６
② Team Teaching １５ ⑩クラスコントロール ５
③動詞 １０ ⑪カタカナ ２
④ひらがな ８ ⑫やりとり ２
⑤話す ８ ⑬文化 １
⑥教材 ８ ⑭聞く １
⑦ことば ７ ⑮読む １

































































































































質問項目 １ ２ ３ ４ ５ 平均
内容（１．不満足～５．満足） ０ ０ ７ ３５ ６０ ４．５２
動画の説明のわかりやすさ（１．不満足～５．満足） ０ ０ ６ ３１ ６５ ４．５８
実際に授業で使っているか（１．全然使わない～５．よく使う） ３ １０ ２１ ２８ ２０ ３．６３
役に立っているか（１．全然役立たない～５．とても役立つ） １ １ ５ ３４ ６１ ４．５０























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































①どんなもの ①カテゴリーの数 ①困っていること ①困っていること
②どこにある ②カテゴリー ②どんな人 ②どんな人

































































































































































































































































































































































































創造的思考活動の可能性」『Journal CAJLE』Vol. 12 カナダ日本語教育振興会
當作靖彦・中野佳代子（２０１３）『外国語学習のめやす 高等学校の中国語と韓国語教育からの提言』公益
財団法人 国際文化フォーラム（TJF）


































































































































































































































●『にほんご できるモン ひらがな』『にほんご できるモン カタカナ』
●『にほんご できるモン レベル１上』『にほんご できるモン レベル１下』
●『にほんご できるモン レベル２上』『にほんご できるモン レベル２下』


















ユニット レベル１ レベル２ レベル３
１ 私 私と家族 私と身近な人
２ 学校（１） 学校 学校
３ 生活 町と住まい 生活
４ 食事 生活 余暇
５ 家族 余暇 住まい
６ 学校（２） 食事 人とのつきあい
７ 余暇 人とのつきあい 食事
８ 服装 身体と健康 交通と旅行
９ 買い物 交通と旅行 買い物














課 学習技能 推奨する授業コマ数 かかる時間
１ 聞く・話す・会話 ２～３コマ ８０～１２０分
２ 聞く・話す・会話 ２～３コマ ８０～１２０分
３ 聞く・話す・会話 ２～３コマ ８０～１２０分
４ 読む・書く ２コマ ８０分
５ 漢字 １コマ ４０分








































































































































































































































































































































アの日本語教育の現状について意見交換を行う Advisory Committee Meeting（ACM）を毎年開
催している。当センターの実施する日本語教育事業の在り方についての提言を得るとともに、
当地日本語教育界の主要関係者のためのネットワーキングの場としても定着している。

















































り Tohsaku（２０１４）の提唱するアドボカシーの３つの重要な柱、１．Be visionary teachers、２．Add
































































カバーすることを目指した。ひとつは Personal and social capabilityで、学校の垣根を越えた協
働を通じて参加者が日本語学習者としての自分についての理解を深めることがそれに該当し、

















































































































































● Opened their eyes more to Japanese language and culture. It has made learning Japanese much more‘real’(1-1)
● Students were interested in Tasmanian connection with Japan. Positive attitudes were reinforced. (1-2)
● Much more appreciative of hearing and responding to Japanese instructions in the classroom, after seeing Japanese
people giving genuine instructions. (1-3)
● Generally they feel very comfortable practicing vocab as they know they are all learning at a similar level (to other





方に変化はありましたか（Have there been any changes in your thinking regarding Japanese teaching





















● I learnt a lot about how to present a quiz. I did some quizzes - kids loved the competitive aspect of the Roadshow.
(2-1)
● I’m trying to include more Japanese pop culture and am making clearer to students the Tasmania−Japan relationships
that exist. (2-2)
● Has made me use simple instructions and increased my level of Japanese usage in the classroom. (2-3)
● I really liked the way simple greetings and instructions were spoken in Japanese and my students were so excited to
understand this language. I have continued to use this vocab in the classroom. I plan to mention more about
connections between Australia and Japan. (2-4)
４．３ 学校コミュニティーへの影響
次の質問では、アドボカシーの観点から、学校や学習者の家族の態度に何か変化があったか















● I published an article in the school newsletter and several parents came up to me to comment on how much their
child loved the learning experience of the Roadshow. (3-1)
● Individually, some parents said how happy they were for their children to attend. (3-2)
● I put together a newsletter article for 2 schools in which each child wrote a comment. They were brilliant! The
principal of the school commented on what a wonderful day the kids had had and complimented me on the article.
(3-3)
● The school community is very keen for the Japanese roadshow to be annual event that can be offered to students.
(3-4)
４．４ その他のコメント
最後に、その他のコメントや感想を質問した（Please give us any further comments and













● Next time I would like to bring my seniors along as well. (4-1)
● In general, it was great. However, there could perhaps be a few less quizzes and a few more hands-on get-up-and-do
activities like the kendama challenge in the latter part of the day as children became a bit restless waiting for their
‘turn’ in the quiz. (4-2)
● The students were able to ‘show off’ their knowledge and by mixing with students from other schools were able to
bounce ideas from each other. (4-3)
● Students loved the day − tentative at first when they were split up and put into groups with unknown children, but by
the end of the day, they were so excited about the day and meeting new people. (4-4)



























































































































の関わり方については、『オーストラリア・カリキュラムの輪郭』（Draft Shape of Australian Curriculum）
の外国語教育部分を執筆した南オーストラリア大学 Scarino准教授による Scarino（２０１４）を参照のこと。
（５）ILLについては国際交流基金「日本語教育 国・地域別情報 ≪オーストラリア≫（２０１４年度）」を参照。
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対象 PC スマートフォン タブレット
ローマ（イタリア） A A、B、C、D A
ケルン（ドイツ） A、B A、B、C、D、F A
パリ（フランス） A、B A、B、C、D、F A
モスクワ（ロシア） A、B A、B、C、D、F A、B、C、F
カイロ（エジプト） A A、B、C、F A
バンコク（タイ） A、B A、B、C、F A
クアラルンプール（マレーシア） A、B A、B、C、F A、B
ニューデリー（インド） A A、B A
シドニー（オーストラリア） A、B A、B、C、F A
ハノイ（ベトナム） A、B A、B、E A、B、E







































































































International Telecommunication Union(2014). Press Release : ITU releases annual global ICT data and ICT

































































































論文 実践・調査報告（５） 研究ノート 計
旧紀要（全６巻） ３５ ４７ ７ ８９
現紀要（全１２巻） ５０ １２３ １６ １８９





























① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
日本語教育 ２ ３ １ ３ ２ １ ６ ２ ３ ３ ４ ２ ４ ５ ３ １ １
言語研究 １ ２ ３ ３ ３ ６ １ ２ １ １ ４ ２ １ １











旧紀要（全６巻） １４ １６ ５
現紀要（全１２巻） ３４ １３ ３








































































民間 JF JFBKK その他 計
タイ人 ５４ ４ ３ ６ ２ １１ ０ ０ ０ １０ ０ ９０
日本人 １２１ ７ ２ ４ ３８ １０ ４ ５ １５ ２６ ３５ ２６７
高等：高等教育機関 中等：中等教育機関 民間：民間教育機関 院生：大学院生 学生：学部生











































































































国 期（４） 派遣期間 人数 主な受入校
インドネシア １期 ２０１４年９月～２０１５年６月（約９ヶ月） ２５名 高等学校
２期 ２０１５年１月～２０１５年６月（約５ヶ月） ２３名
タイ １期 ２０１４年９月～２０１５年３月（約６ヶ月） ２９名 中高一貫校
フィリピン １期 第１グループ ２０１４年９月～２０１５年３月（約６ヶ月） ２名 高等学校、大学
第２グループ ２０１４年１０月～２０１５年８月（約１０ヶ月） ３名
ベトナム １期 ２０１４年１２月～２０１５年６月（約６ヶ月） １０名 中学校、高等学校














































































































図１ 日本語授業の補助 図２ 日本文化紹介（どら焼き作り）
図３ NPが作成した壁新聞 図４ 近隣の小学校で折り紙

















































































Kanji Learning Strategies of Malaysian Students in a Preparatory Course for
Japanese Universities : How the Use of Strategies Change Over Time and
How It Varies Between High and Low Achievers
TANIGUCHI Miho
This study investigates use of kanji learning strategies of students from non-kanji background.
Questionnaires on kanji learning strategies were administered twice (after 4 months and 1 year following
entry to the course) to 100 Malaysian students in a preparatory course for Japanese universities. This
study aims to analyze how the use of kanji learning strategies change as students’learning period of kanji
extends, and to determine the characteristics of strategies used by students achieving high scores in an
exam.
Statistical analyses of questionnaire responses reveal that 1) as students’learning period extends, the
use of strategies for organizing kanji increase and this tendency appears stronger among those who
achieved high scores in the exam, 2) while the use of‘repeated writing’strategy decreases, the use of
other strategies for memorizing and compromising increase, 3) a‘using kanji as often as one can’
strategy is used frequently and continuously by students who achieved high scores. The results also
suggest a possibility that the knowledge for organizing kanji introduced in the tutorials has an influence
upon students’choice of kanji learning strategies.
‘Watch! Teaching Japanese Videos’Project
FUKUNAGA Tatsushi, OTANI Tsukasa, Prapa SANGTHONGSUK
This paper reports on the‘Watch! Teaching Japanese Videos’project which utilized Internet video
distribution services and SNS. Using the mottoes‘You can acquire several teaching tips by simply
watching the videos’and‘You can easily implement the ideas by simply watching the videos’, 97 videos
targeted at JFL teachers in Thai secondary schools were circulated through the Internet from May 2014
to February 2015. The videos offer a broad range of topics and include classroom activities for the JFL
textbooks most commonly used in Thai secondary schools as well as classroom control and team
teaching ideas. In this paper, we describe the project aims and development process; thereafter, based on
the results of a user questionnaire, we outline the problems identified by the project evaluation and
discuss the future prospects.
要 旨（英）
－１２１－
A Teachers Training Course Enhancing 21st Century Skills through Learners’
Experience: What Thai Secondary Teachers Discovered and Learned
NAKAO Yuki
Acquiring 21st Century Skills should be encouraged in Thai secondary schools. It is needed in the
global society. However, most teachers still doubt whether it is really necessary to bring in these skills
and how to adopt them in Japanese language lessons, even though they have recognized their necessity.
To address this, the Ministry of Thai Education and the Japan Foundation, Bangkok held a teacher camp
focused on project-based learning activities. At the camp, the teachers experienced various activities
from the perspective of learners. After that, by reflecting on what they had learned, they considered the
necessity of 21st Century Skills and how to apply the skills in their Japanese language lessons.
According to questionnaires, reports and interviews, the teachers-participants recognized the importance
of 21st Century Skills and teacher’s role, and began to think that they should have students develop these
skills in their lessons.
Development of Japanese-Language Textbooks for Elementary and Secon-
dary School in Mongolia : An Approach to Proficiency-Oriented Language
Learning and Autonomy Support
KATAGIRI Junji, Suren DOLGOR, Davaa OYUNGEREL, NAKANISHI Reiko, UKITA Kumiko,
MAKI Kumiko
About 70% of Japanese-language learners in Mongolia are students in elementary and secondary
schools. No standardized syllabus or teaching materials currently exist for these schools. Mongolia
Japanese-Language Teachers Association organized a project to develop Japanese-language textbooks
for elementary and secondary schools. The association created a textbook series called “Nihongo
Dekirumon”, to accompany Mongolia Japanese-language education standard. The standard has two
principles; 1) to foster foreign language proficiency needed to express ideas freely in the society to
achieve mutual understandings, 2) to foster the abilities to self-learning. The textbook series, therefore,
has two features to account for proficiency and support learners’autonomy. Discussions with teachers
who used the trial edition of these textbooks led to improvement of the books, and the students who used
the books perceived the improvement of their speaking abilities. However, we found that most teachers
have traditional teaching beliefs that“writing is learning”, which hinders their adoption of the new




Japanese Language Advocacy in Tasmania − A Trial Program: Nihongo
Roadshow
SEMBA Tomoko, NAKAJIMA Yutaka
Since its early years, The Japan Foundation, Sydney (JFSYD)’s Japanese Language Department has
focussed on providing Professional Development opportunities (PDs) for teachers of Japanese, and
Learner Events to encourage and inspire learners of Japanese. However, following the inaugural
National Symposium on Japanese Language Education (NSJLE) in 2012, JFSYD came to recognise that
advocacy for Japanese language education is also important. In response to this, JFSYD trialled a project
titled‘Nihongo Roadshow’, which integrated existing programs (such as the aforementioned PDs and
Learner Events) with a stress on, and from a perspective of, advocacy. This article reports on the
Roadshow, considering the effectiveness of the project based on feedback from teacher-participants, and
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